
 
 
 

バングラデシュ派遣 山内章子ワーカー活動報告会 

～ 違いをこえて平和を生きる物語 ～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本キリスト教海外医療協力会（JOCS）は、1960年に活動をはじめた日本で最初のNGOのひとつで

す。日本がアジアの人々に対して犯した戦争への深い反省に立ち、和解と平和の実現をねがって設立され

ました。すべての人々の健康といのちがまもられる世界をめざして、キリストの愛の精神にもとづいて、アジ

ア・アフリカの国々で保健医療協力を行っています。 

バングラデシュへは 1970 年代から様々な専門性をもつ医療従事者を派遣し、公的な支援をうけること

ができない人々、弱い立場におかれた人々に寄りそってきました。理学療法士の山内章子（やまうちあやこ）

ワーカーは、2007 年 7 月からバングラデシュ北部のマイメンシン県で、現地の理学療法技術者を育て、障

がいのある女性たちの尊厳と生きる力の回復を目指して活動してきました。 

 

■山内
や ま う ち

章子
あ や こ

ワーカー プロフィール■ 

東京都中野区出身。理学療法士として武蔵野赤十字病院で約 15 年間の勤務の

後、教員として専門学校東京医療学院で後進の指導を担う。2007 年 7 月から

JOCSワーカーとして 3期 11年にわたり、バングラデシュ・マイメンシン県の障がい

者コミュニティセンター（PCC）を拠点とし、近隣の障がい者施設も対象にしながら

理学療法の改善に取り組んできた。またこの間、ケニアを 3度にわたり短期訪問し、

協働する現地の障がい児療育支援団体の理学療法の改善に向け、現地スタッフを

訓練した。2018年 12月に帰国。 



 

バングラデシュの仲間たち 

人口 1億 6,175万人を抱えるバングラデシュ。世界でもっとも人口密度が高いといわれ、多民族、多文化、多宗

教（イスラム教、ヒンドゥ教、キリスト教他）が共存します。首都では急速に経済が発展する一方で、開発から取り残さ

れていく地域や人々も少なくありません。とりわけ障がいのある人々、なかでも女性たちは大変な困難の中を歩んで

います。 

PCC女性クラブは、弱い立場におかれた障がいのある女性を探し出し、彼女たちが生きる価値を再発見できるよ

うにと、障がいのある女性当事者たちによって 2000年に設立されました。現在は 103名のメンバーが励ましあい

ながら、心身のケアと収入を得るための活動を行っています。代表のタフミナさんは、言います。「私自身も含めて、女

性の立場はこの国で十分に認められておらず、障がいを持つ女性は言葉にするのもはばかられるような恥辱や痛み

を受けています。だから私たちは毎月集まって、痛みを分か

ち合い、支えあうのです。また障がいがあってもできる仕事

を探し、収入を得て自立できるよう活動しています。価値が

ないと思っていた自分たち自身に価値を見出し、周りの認

識が変わることで新しい命を歩むことでできるのです。」 

山内ワーカーは、女性たちの思いに寄り添い、理学療法

担当のレハナさんを指導したり、タフミナさんとともに女性

たちの家庭を訪問をしてきました。山内ワーカーから傷つい

た女性たちとのかかわり方を学んできたレハナさんは、「私

の目標は第二の章子になること」と目を輝かせます。 

                 （2017年度 年次報告書より） 


